
国立研究開発法人国立がん研究センター理事会（平成 30年度第 3回）議事録 

 

日 時：平成３０年６月２９日（金）１０：００～１１：３０   

場 所：国立がん研究センター 管理棟 第 1会議室 

出席者：中釜斉理事長、南砂理事、児玉安司理事、松本洋一郎理事、間野博行理事、小野高

史監事、増田正志監事 

欠席者：北川雄光理事 

 

Ⅰ．前回（平成 30年度第 2回）議事録の確認 

 ・前回議事録について了承。 

 ・議事録署名人を南理事と増田監事に依頼。 

 

Ⅱ．審議事項 

 １．平成 29年度決算 

  資料に沿って説明され、了承された。 

【主な意見等】 

・単年度限りの増減分と将来に続く増加分（増員、減価償却費等）を区分し、それらの

意味を良く分析した上、今後の財政運営の向上を図っていくことが必要。 

 

 ２．平成 29年度業務実績報告・評価 

  資料に沿って説明され、了承された。 

 

Ⅲ．報告事項 

 １．小児・ＡＹＡ世代がん罹患率  

  資料に沿って報告された。 

 

２．都道府県がん登録データベースシステムの不具合  

 資料に沿って報告された。 

  【主な意見等】 

  ・最初の報告までに要する時間は、できる限り短縮していくことが重要。 

・システム面の改修は、試行期間を置くなど無理なく実行できるようにすべき。 

・予算執行に遅れが生じないよう、フォローアップしてほしい。 

   

 

 ３．厚生労働省「ＮＣの今後の在り方検討会」の状況  

  資料に沿って報告された。 



 

 ４．投資委員会報告  

  資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・電気設備点検は、平常時から怠りなく実施することが重要。 

 

 ５．障害者雇用率の状況  

  資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・ジョブコーチについて、条件があえば公的支援を得られることがあるので、検討の価

値があるのではないか。 

 

 ６．がん対策推進協議会  

  資料に沿って報告された。 

 

 ７．広報実績 

  資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・がんゲノム情報管理センターに関連し、ＡＩやデータ情報の利活用について経産省が

ガイドラインをまとめるなど色々な動きがあるので、医療の特性を十分踏まえて対

応できるようにしておくことが必要。 

 

 ８．４・５月分月次決算 

  資料に沿って報告された。 

 


